
45
◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）に発行します。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、
小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。 平成30（2018）. 4 . 5

みんなでごみをヘラスンジャー渇「食品ロス」という言葉を知っていますか。まだ食べられるのに捨
てられてしまう食品のことで、日本では、年間で約５００～８００トン発生しています。これは、すべての
日本人が、毎日おにぎりを１～２個捨てるのと同じ量です。もったいないですね。
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お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

４
月　

日
（
水
）
ま
で
に
、
申

２５

込
書
を
問
合
せ
先
へ
送
付
（
電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
可
。
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者
の
み
に
結

果
と
配
付
日
時
・
場
所
を
連
絡
）

※
申
込
書
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
配
付
植

物
の
受
け
取
り
希
望
日
（
５
月　

日
（
金
）

１８

午
後
ま
た
は　

日
（
土
）
午
前
・
午
後
）

１９

を
記
入
の
う
え
、
件
名
を
「
ビ
オ
ト
ー
プ

モ
ニ
タ
ー
申
込
書
」
と
し
て
送
信
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
３
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
１
３
、

０４２

死koen@
city.kodaira.lg.j
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ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
つ
る
性
の
植
物
を
窓
や

壁
に
茂
ら
せ
る
と
、
夏
の
強
い
日
差
し
を

和
ら
げ
、
建
物
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
作
り
方
を
学
ん
で
、
涼
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
者
に
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
用
の
種

を
差
し
上
げ
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
火
）　

午
後
２
時

２４

～
３
時　

分　

１
時　

分
開
場

３０

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　

百
人

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

環
境
政
策
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
１
８

 　

い
き
い
き
協
働
事
業
は
、
市
民
活
動
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
提
案
さ
れ
た
公
益
性
の

高
い
事
業
を
、
提
案
団
体
と
市
が
協
働
で

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
習
会

楽
し
く
省
エ
ネ
し
よ
う

い
き
い
き
協
働
事
業
が
決
定

平
成　

年
度

３０

行
う
も
の
で
す
。

　

選
考
審
査
会
で
選
考
し
、
平
成　

年
度

３０

は
２
件
の
事
業
を
採
択
し
ま
し
た
（
右

表
）。

問
合
せ　

市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

緯　

（
３
４
６
）
９
８
０
９

０４２

 　
「
ひ
ら
く
」
は
、
公
募
市
民
が
企
画
・
編

集
し
た
、
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
広
報
誌

で
す
。
公
共
施
設
な
ど
に
置
い
て
あ
る
ほ

ひ
ら
く　

最
新
号
を
発
行

子
育
て
を
す
る

お
父
さ
ん
を
特
集

か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

最
新
号
の
特
集
は「
子
育
て
は
楽
し
い
」

と
題
し
て
、
市
内
の
お
父
さ
ん
に
子
育
て

の
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

問
合
せ　

市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

緯　

（
３
４
６
）
９
６
１
８

０４２

 　

広
報
誌
「
ひ
ら
く
」（　

月
・
３
月
発

１０

行
）
の
企
画
・
編
集
な
ど
を
行
う
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間　

平
成　

年
３
月
末
ま
で

３１

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

▽
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ら
く
」

で
行
う
月
１
・
２
回
（
平
日
ま
た
は
土
曜

日
の
昼
間
）
の
会
議
に
参
加
で
き
る

男
女
共
同
参
画
推
進

実
行
委
員
を
募
集

ひ
ら
く
を
作
り
ま
せ
ん
か

募
集
人
数　
　

人
程
度

１０

申
込
み　

４
月　

日
（
水
）
ま
で
に
、
住

２５

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

応
募
動
機
を
記
入
の
う
え
、
送
付
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

市
民
協
働
・
男
女
参
画
推
進
課

（
〒　

們
８
７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯

１８７

　
（
３
４
６
）９
６
１
８
、
死kyodo-da

         

０４２

njo@
city.kodaira.lg.j
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東
京
都
で
は
、
地
域
活
動
の
担
い
手
の

町
会
・
自
治
会
が
主
催
す
る
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
（
催
し
・

活
動
な
ど
）
を
支
援
す
る
た
め
、
事
業
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　

象　

東
京
都
内
に
所
在
す
る
自
治

会
・
町
会

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 

検
索　

地
域
の
底
力

問
合
せ　

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活

部
地
域
活
動
推
進
課
緯　

（
５
３
８
８
）

０３

３
１
６
６

東

京

都

地
域
の
底
力
発
展
事
業
助
成

申
請
事
業
を
募
集

HP

　

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

は
、
平
成　

・　

年
度
の
保
険
料
率
を
決

３０

３１

定
し
ま
し
た
（
表
１
）。

　

庭
木
や
生
け
垣
の
こ
と
、
花
の
育
て
方

な
ど
、
緑
に
関
す
る
疑
問
や
知
り
た
い
こ

と
を
相
談
員
に
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月　

日
（
日
）　

午
前　

時

１３

１０

～
正
午
の
指
定
す
る
時
間

と
こ
ろ　

こ
だ
い
ら
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
会
場
内
（
中
央
公
園
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
４
人
ま
で
）

定　

員　
　

人
１２

申
込
み　

４
月　

日
（
水
）
ま
で
（
必
着
）

２５

に
、
事
前
相
談
書
を
問
合
せ
先
へ
送
付

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
可
。
申

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者
の

み
に
結
果
を
連
絡
）

※
事
前
相
談
書
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
内

容
を
記
入
の
う
え
、
件
名
を
「
み
ど
り
わ

か
る
で
所
・
事
前
相
談
」
と
し
て
送
信
。

※
当
日
受
付
（
午
後
の
部
）
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
（
〒　

們
８

１８７

７
０
１　

小
平
市
役
所
）
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
３
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
１
３
、

０４２

死koen@
city.kodaira.lg.j
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小
鳥
の
生
息
空
間
づ
く
り
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
小

鳥
な
ど
の
小
動
物
が
生
息
で
き
る
ビ
オ
ト

ー
プ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
個
人
で
も
、
ご

家
庭
で
も
楽
し
め
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
平
成　

年
３
月
ま

３１

で
、
観
察
カ
ー
ド
に
簡
単
な
観
察
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
小
鳥
を
呼
ぶ
た

め
の
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
・
ガ
マ
ズ
ミ
（
各

１
苗
）
を
配
布
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
（
保

護
者
の
協
力
が
あ
れ
ば
小
学
生
も
可
）

定　

員　
　

人
４０

※
観
察
の
方
法
や
植
物
の
一
覧
は
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

自
宅
に
小
鳥
を
呼
ぶ

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

４
月
１
日
か
ら
、
小
平
市
消
防
団
が
新

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

小
平
市
消
防
団
は
９
個
分
団
百　

人
で

４７

編
成
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、

市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る

た
め
、
な
り
わ
い
を
も
ち
な
が
ら
、
災
害

発
生
時
に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
て
い

ま
す
。
地
域
に
密
着
し
、
市
民
の
安
全
、

安
心
に
貢
献
す
る
消
防
団
員
に
、
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

消
防
団
の
新
体
制
は
左
表
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

問
合
せ　

防
災
危
機
管
理
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
１
３

{
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{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{
{

 
と　

き　

５
月
６
日
（
日
）　

午
前　

時
１０

か
ら
、
午
後
１
時
か
ら

と
こ
ろ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
フ
ァ
ー
マ

JA

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
駐
車
場

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定　

員　

各　

人
３０

持
ち
物　

コ
ン
テ
ナ
用
の
鉢
（
当
日
購
入

も
可
）

※
花
苗
の
購
入
費
は
実
費
（　

㌢
㍍
の
鉢

３０

の
場
合
は
２
千
円
程
度
）
で
す
。
土
は
無

料
配
布
し
ま
す
。
壁
掛
け
用
の
鉢
を
差
し

上
げ
ま
す
。

主　

催　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
、
小

JA

平
市
園
芸
組
合

協　

力　

小
平
市
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
推
進

協
議
会
、
小
平
市

申
込
み　

４
月　

日
（
金
）
ま
で
（
消
印

２０

有
効
）
に
、
往
復
は
が
き
に
「
寄
せ
植
え

講
習
会
」
と
明
記
し
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
問
合

せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
指
導

JA

経
済
課
（
〒　

們
０
０
３
２　

小
川
町
２

１８７

們
１
８
２
７
）
緯　
（
３
４
７
）７
２
４
４

０４２

 　

小
平
産
農
産
物
を
使
用
し
た
お
店
や
、

旬
の
野
菜
・
果
物
の
直
売
所
を
巡
る
イ
ベ

ン
ト
で
、
小
平
産
農
産
物
を
使
っ
た
料
理

を
提
供
す
る
お
店
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
に
旬
の
小

平
産
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
を
１
品
以
上

提
供
で
き
る
市
内
の
小
売
店
お
よ
び
飲
食

店
ほ
か

※
期
間
中
に
料
理
の
提
供
が
１
品
以
上
あ

寄
せ
植
え
講
習
会

季
節
の
花
で
彩
ろ
う

お

店

を

募

集

小
平
産
農
産
物
が

味

わ

え

る

れ
ば
、
料
理
の
変
更
が
で
き
ま
す
。

申
込
み　

４
月　

日（
水
）ま
で
に
、
電
子

２５

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
店
舗

名
、代
表
者
の
住
所
・
氏
名
、
電
話
番
号
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
電

話
不
可
）

問
合
せ　

産
業
振
興
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
４
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５
７
５
、

０４２

死sangyoshinko@
city.kodair
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ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
・
な
す
・
ピ
ー
マ
ン
・

す
い
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
苗
を
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。
店
頭
で
事
前
予
約
も
行
っ

て
い
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

午
前
９
時

２１

～
午
後
３
時

※
予
約
販
売
は
午
前　

時　

分
か
ら
。

１０

３０

※
農
家
に
よ
る
夏
野
菜
の
育
て
方
講
習
会

を
午
後
１
時
か
ら
開
催
し
ま
す
（
要
予

約
）。

と
こ
ろ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
フ
ァ
ー
マ

JA

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
フ
ァ
ー
マ

JA

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
緯　

（
３
４
８
）
７

０４２

２
４
４

 　

図
書
館
で
は
、
４
月　

日
の
「
子
ど
も

２３

読
書
の
日
」
に
ち
な
み
、
５
月　

日
ま
で

２４

を
こ
だ
い
ら
子
ど
も
読
書
月
間
と
し
て
、

各
館
で
催
し
を
行
い
ま
す
。

怯
布
の
絵
本
の
展
示

日　

程　

▽
４
月　

日
（
水
）
ま
で　

中

１８

央
図
書
館

▽
５
月　

日
（
木
）
ま
で　

小
川
西
町
図

２４
苗

の

即

売

会

夏
野
菜

こ

だ

い

ら

子
ど
も
読
書
月
間

書
館
・
大
沼
図
書
館

▽
４
月　

日
（
土
）
～
５
月　

日
（
木
）

２１

２４

　

津
田
図
書
館

怯
布
の
絵
本
・
遊
具
で
あ
そ
び
ま
し
ょ
う

と　

き　

４
月　

日
（
日
）　

午
後
１
時

１５

～
３
時

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館　

主　

催　

布
の
遊
具
「
ひ
ま
わ
り
」

怯
き
へ
い
と
し
ょ
か
ん
親
子
で
た
の
し
む

お
は
な
し
会

と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

２１

１１

～　

時　

分

１１

３０

と
こ
ろ　

喜
平
図
書
館

対　

象　

４
歳
～
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

協　

力　

小
平
市
子
ど
も
文
庫
連
絡
協
議

会怯
あ
か
ち
ゃ
ん
と
図
書
館
デ
ビ
ュ
ー　

あ

か
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
絵
本
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
、
図
書

館
職
員
に
よ
る
お
す
す
め
の
絵
本
の
紹
介

を
行
い
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

２１

１１

～　

時　

分

１１

３０

と
こ
ろ　

小
川
西
町
図
書
館

対　

象　

０
歳
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定　

員　
　

組
１５

申
込
み　

午
前　

時
か
ら
、
小
川
西
町
図

１０

書
館
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）
緯　

（
３

０４２

４
３
）
１
２
０
０

怯
み
ん
な
で
育
て
よ
う　

本
の
木

　

木
の
葉
や
花
の
形
の
カ
ー
ド
に
、
好
き

な
絵
本
と
理
由
を
記
入
し
て
「
本
の
木
」

に
飾
り
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
土
）
～
５
月　

日

２１

２４

（
木
）

と
こ
ろ　

花
小
金
井
図
書
館

申
込
み　

４
月　

日
（
水
）
ま
で
に
、
図

１８

書
館
に
あ
る
応
募
カ
ー
ド
に
好
き
な
本
と

理
由
を
記
入
の
う
え
、
図
書
館
へ

怯
ポ
ッ
プ
展
示

　

児
童
書
・
絵
本
を
紹
介
す
る
ポ
ッ
プ
を

募
集
し
、
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
土
）
～
５
月　

日

２８

２４

（
木
）

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館

申
込
み　

４
月　

日
（
日
）
ま
で
に
、
図

２２

書
館
に
あ
る
用
紙
を
使
っ
て
ポ
ッ
プ
を
作

成
し
、
図
書
館
へ

怯
土
曜
日
の
「
絵
本
の
へ
や
」

日　

程　

▽
４
月　

日
（
土
）　

中
央
図

２８

書
館

▽
５
月　

日
（
土
）　

上
宿
図
書
館

１２

※
い
ず
れ
も
午
前　

時
か
ら　

時　

分
ま

１１

１１

３０

で
。

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

対　

象　

０
歳
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

怯
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
作
品
の
展
示

　

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
は
、
小
さ
な
ノ

ー
ベ
ル
賞
と
も
言
わ
れ
、
児
童
文
学
に
功

績
を
あ
げ
た
作
家
お
よ
び
画
家
に
贈
ら
れ

る
賞
で
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
木
）
ま
で

２４

と
こ
ろ　

小
川
西
町
図
書
館

※
そ
の
他
、
各
図
書
館
で
は
昨
年
度
の
お

は
な
し
会
で
読
み
聞
か
せ
を
し
た
絵
本
の

展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

問
合
せ　

中
央
図
書
館
緯　

（
３
４
５
）

０４２

１
２
４
６

 　

平
櫛
田
中
が
愛
し
た
庭
園
で
、
お
い
し

い
抹
茶
と
景
色
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。
お
茶
会
に
合
わ
せ
て
美
し
い
桜
草
の

展
示
も
行
い
ま
す
。

怯
春
の
お
茶
会

と　

き　

４
月　

日
（
金
）
～　

日
（
日
）

２０

２２

　

午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ　

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
庭
園

（
荒
天
の
場
合
は
室
内
）

費　

用　

１
席
３
百
円
（
観
覧
料
別
）

※
各
日
先
着　

人
。

６０

協　

力　

小
平
茶
道
華
道
友
の
会

▽
桜
草
の
展
示

と　

き　

４
月　

日
（
水
）
～　

日
（
水
）

１８

２５

協　

力　

鳥
居
恒
夫
さ
ん（
園
芸
研
究
家
）

怯
わ
く
わ
く
体
験
美
術
館
ウ
ィ
ー
ク

　

小
・
中
学
生
は
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

※
同
伴
の
方
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

と　

き　

４
月　

日
（
土
）
～
５
月
６
日

２１

（
日
）　

午
前　

時
～
午
後
４
時

１０

対　

象　

小
・
中
学
生

怯
誕
生
仏
を
公
開

　

４
月　

日
（
月
）
ま
で
田
中
が
制
作
し

１６

た
「
誕
生
仏
」
を
公
開
中
で
す
。

開
館
時
間　

午
前　

時
～
午
後
４
時

１０

※
な
る
べ
く
午
後
３
時　

分
ま
で
に
入
館

３０

し
て
く
だ
さ
い
。
車
を
利
用
の
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休
館
日　

火
曜
日
（
祝
日
、
振
替
休
日
に

当
た
る
場
合
は
そ
の
翌
日
）

観
覧
料　

一
般
…
３
百
円
（
２
百　

円
）、

２０

小
・
中
学
生
…
百　

円
（
百　

円
）

５０

１０

※
カ
ッ
コ
内
は
、
団
体　

人
以
上
で
す
。

２０

問
合
せ　

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
緯　
０４２

（
３
４
１
）
０
０
９
８

 
怯
日
本
将
棋
連
盟
小
平
支
部　

春
季
市
民

将
棋
大
会

と　

き　

４
月　

日
（
日
）　

午
前　

時

２２

１０

か
ら　

９
時
受
付　

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
市
民
ホ
ー
ル

費　

用　

Ａ
級
（
３
段
位
以
上
）・
Ｂ
級
１

組
（
２
段
位
・
初
段
位
）・
Ｂ
級
２
組
（
級

位
者
）
…
１
千
５
百
円
、
Ｃ
級
（
小
学
生
）

…
１
千
円

※
い
ず
れ
も
昼
食
代
を
含
む
。

内　

容　

各
級
５
対
局
点
数
制

表　

彰　

賞
状
・
賞
品（
各
級
３
位
ま
で
）、

４
勝
賞
、
敢
闘
賞

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

鷹
野
緯
０
９
０
（
２
３
０
３
）

７
２
４
６

小
平
市
文
化
協
会

w
w

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

7
7

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

怯
年
金
の
予
約
相
談

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の
年
金
事

務
所
で
年
金
相
談
の
予
約
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
年
金
請
求
の
手
続
き
や
、
受
給

し
て
い
る
年
金
の
相
談
な
ど
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

と　

き　

月
曜
～
金
曜
日　

午
前
８
時　
３０

分
～
午
後
４
時

申
込
み　

希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日

ま
で
に
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
を
用
意
の
う
え
、
問
合

せ
先
へ

問
合
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
緯
０
５
７

０
（　

）
１
１
６
５

０５

怯
平
成　

年
度
の
保
険
料
額

３０

　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額

３０

は
、
１
万
６
千
３
百　

円
で
す
。
日
本
年

４０

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

怯
保
険
料
の
前
納
割
引

　

国
民
年
金
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
前
払
い
す
る
と
、
割
引
が
受
け
ら

れ
て
お
得
で
す
。

▽
１
年
前
納
…
５
月
１
日
ま
で
に
、
１
年

分
を
ま
と
め
て
現
金
納
付

▽
６
か
月
前
納
…
５
月
１
日
ま
で
に
上
半

期
分
を
、
ま
た
は　

月　

日
ま
で
に
下
半

１０

３１

期
分
を
ま
と
め
て
現
金
納
付
。
口
座
振
替

で
は
、
下
半
期
分
を
ま
と
め
て
納
付
（
申

込
期
限
は
８
月
末
日
ま
で
）

※
そ
の
ほ
か
、
口
座
振
替
で
は
２
年
前
納

や
早
割
な
ど
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

怯
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
所
得
な
ど
の
審
査
を
受
け
、
認
め
ら

れ
る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
な
ど
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。退
職
し
、学
生
に
な
っ
た
方

は
、
申
請
の
際
、
離
職
票
や
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
な
ど
の
添
付
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
１
、
武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４

２
２
（　

）
１
４
１
１

５６

 　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
学
校
給
食

費
や
学
用
品
費
な
ど
の
支
払
い
に
お
困
り

の
方
に
対
し
て
、
就
学
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
国
立
ま
た
は
公
立

の
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

▽
世
帯
の
所
得
が
基
準
額
以
下
で
あ
る

▽
児
童
扶
養
手
当
（
児
童
育
成
手
当
と
は

別
の
制
度
）
の
支
給
を
受
け
て
い
る

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
（
生
活
保
護

費
で
支
給
さ
れ
な
い
部
分
の
み
の
援
助
）

▽
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
教
育
費
で
困
っ

て
い
る

内　

容　

▽
学
用
品
費
・
通
学
用
品
費

就

学

援

助

給
食
費
な
ど
を
補
助

▽
学
校
給
食
費

▽
校
外
活
動
費
（
遠
足
・
移
動
教
室
な
ど
）

▽
修
学
旅
行
費

▽
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

▽
卒
業
ア
ル
バ
ム
・
文
集
代

▽
体
育
実
技
用
具
費
（
柔
道
着
な
ど
）

▽
医
療
費
（
学
校
保
健
安
全
法
第　

条
に

２４

基
づ
く
疾
病
の
治
療
の
み
）

▽
通
学
費
（
通
学
距
離
が
長
距
離
の
場
合

の
み
）

申
込
み　

申
請
書
（
市
内
の
公
立
小
・
中

学
校
ま
た
は
学
務
課
で
配
布
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て

在
籍
す
る
学
校
へ
提
出

※
市
外
の
国
立
ま
た
は
公
立
小
・
中
学
校

に
在
籍
し
て
い
る
場
合
は
、
問
合
せ
先
に

提
出
。

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

４
月
分
か
ら
の
援
助
を
希
望
す
る
場
合

は
、
４
月　

日
（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て

１３

く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申
請

書
の
代
わ
り
に
、
学
校
か
ら
渡
さ
れ
る
委

任
状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
度
に
準
要
保
護
の
認
定
を
受

２９

け
て
い
る
方
に
は
、
３
月
末
に
継
続
申
請

書
を
学
校
を
通
し
て
送
付
し
ま
し
た
。

怯
就
学
援
助
対
象
者
を
拡
充

　

平
成　

年
度
か
ら
、
市
内
在
住
で
国
立

３０

の
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒

も
就
学
援
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
援
助

を
希
望
す
る
方
は
、
問
合
せ
先
へ
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
務
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

７
０

 　

中
島
町
の
胎
内
堀
が
劣
化
し
て
い
る
た

め
、
市
で
は
、
９
月
か
ら
平
成　

年
３
月

３１

ま
で
保
全
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
工

事
期
間
中
は
市
内
の
一
部
の
地
域
を
除

き
、
用
水
路
の
水
が
止
ま
り
ま
す
。

と　

き　

▽
４
月　

日
（
金
）　

午
後
７

２０

時
～
８
時

▽
４
月　

日
（
日
）　

午
前　

時
～　

時

２２

１０

１１

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
１

 　

都
内
で
の
ウ
メ 
輪  
紋 
ウ
イ
ル
ス
（
プ
ラ

り
ん 

も
ん

ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
）の
発
生
を
受
け
、

農
林
水
産
省
と
東
京
都
が
調
査
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
や
動
物
に

は
感
染
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
感
染
し
た
果

実
を
食
べ
て
も
健
康
に
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
。

と　

き　

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬（
予
定
）

調
査
対
象　

梅
、
桃
、
す
も
も
、
西
洋
す

も
も
、
あ
ん
ず
、
ゆ
す
ら
梅
な
ど
の
植
物

※
目
視
調
査
で
敷
地
内
の
立
ち
入
り
と
、

説

明

会

新

堀

用

水

の
り
面
保
全
事
業

ウ
メ
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
調
査

葉
の
採
取
の
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
調
査
員
は
身
分
証
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
水
産
省
横
浜
植
物
防
疫
所

業
務
部
国
内
検
疫
担
当
緯
０
４
５
（
２
８

５
）
７
１
３
５
、
東
京
都
農
業
振
興
事
務

所
振
興
課
緊
急
防
除
対
策
担
当
緯
０
４
２

（
５
４
８
）
４
８
８
１

 　

都
市
に
あ
る
農
地
の
重
要
性
が
高
ま

り
、
法
律
な
ど
の
改
正
を
受
け
て
、
市
内

の
生
産
緑
地
地
区
に
定
め
る
面
積
要
件
な

ど
の
基
準
を
見
直
し
ま
し
た
。
主
な
変
更

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
面
積
要
件
を
５
百
平
方
㍍
か
ら
３
百
平

方
㍍
に

▽
転
用
農
地
や
行
為
制
限
解
除
後
の
農
地

が
追
加
可
能
に

怯
相
談
を
受
け
付
け

　

新
た
な
基
準
に
基
づ
く
生
産
緑
地
地
区

の
追
加
を
行
う
た
め
、
事
前
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
所
定
の
要
件
を
満
た
す
農
地

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
小
平

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　

４
月
６
日
（
金
）
～
５
月　

日
１８

（
金
）

と
こ
ろ　

都
市
計
画
課
（
市
役
所
４
階
）

問
合
せ　

都
市
計
画
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
５
４

生
産
緑
地
地
区
追
加

事
前
相
談
を
受
け
付
け

面
積
な
ど
基
準
を
見
直
し

消防団体制
氏　名階　級所　属
筋野　　明団 長

本 団 石井　良勝副 団 長
髙杉　　啓副 団 長
寺澤　優友副 団 長
藤森　英明分 団 長

第一分団
竹内　一浩副分団長
久米　堅裕部 長
若林　哲也部 長
浅見　祐一部 長
内山　雅博分 団 長

第二分団
窪野　浩史副分団長
鈴木　兄悟部 長
大野　篤史部 長
金子　貴志部 長
和久井茂文分 団 長

第三分団
古川　健一副分団長
安齋圭太郎部 長
田中　敏晃部 長
土方　孝之部 長
当間　　隆分 団 長

第四分団
川原　和喜副分団長
真鍋　僚孝部 長
倉茂　順教部 長
布施　大介部 長

氏　名階　級所　属
川里　雅法分 団 長

第五分団
本間　幸紘副分団長
西村　剛宗部 長
大竹　雅美部 長
小尾　祐太部 長
岩淵　和敏分 団 長

第六分団
竹内　裕二副分団長
秋田　宏光部 長
川里　丈晴部 長
野中　教史部 長
齋藤　貴彦分 団 長

第七分団
髙木　裕之副分団長
阿部　健二部 長
横田　哲也部 長
城戸　純平部 長
粕谷　　誠分 団 長

第八分団
小俣　英司副分団長
宮川　邦宏部 長
大和　康成部 長
宮奈　武史部 長
鈴木　秀幸分 団 長

第九分団
外﨑　広一副分団長
加藤　宏康部 長
小泉　直也部 長
茅原　隆之部 長

退団者（３月３１日付）
氏　名最高階級所　属

師岡　征和副分団長第一分団
久保江雄一団 員第三分団
吉田　進一団 員第三分団
太田　宣孝分 団 長第五分団
朝野　圭介団 員第六分団
小林　　司班 長第七分団
渡辺　重幸団 員第七分団
髙橋　寿一分 団 長第八分団
山﨑　邦男団 員第八分団
波田昌乃吏分 団 長第九分団
酒井　　亮団 員第九分団

入団者（４月１日付）
田口　恵輔第一分団
神谷　彰良第三分団
加藤　亮平第三分団
菊地　　稔第四分団
後藤　　誠第四分団
秋山　頼仁第五分団
野中　彰人第六分団
粕谷　優喜第八分団
長谷川　正俊第九分団
藤原　晶太第九分団

小
平
市
消
防
団
新
体
制
ス
タ
ー
ト

自
ら
の
郷
土
は
自
ら
守
る

表１　平成３０・３１年度の保険料率

※賦課のもととなる所得金額とは、前年中の総所得および山林所得な
らびに株式・長期（短期）譲渡所得などの合計金額から基礎控除額
３３万円を引いた額です（雑損失の繰越控除額は控除しない）。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
は
、
７
月
に
発

３０

送
す
る
保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
で
納
付
し
て

い
る
方
の
４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料

は
、
平
成　

年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、
平

２８

成　

・　

年
度
の
保
険
料
率
で
仮
で
計
算

２８

２９

し
た
額
で
す
。

怯
保
険
料
の
軽
減

　

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は
、
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す
（
表
２
）。
た
だ
し
、
被
扶

養
者
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の
受
給
者
、

無
収
入
の
方
な
ど
、
所
得
が
不
明
な
場
合

は
、
軽
減
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
で
、
所
得
の
申
告
を
し
て

い
な
い
場
合
は
、
税
務
課
（
市
役
所
２

階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役
所

で
、
住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
８

平
成　

・　

年
度
の
保
険
料
率
を
決
定

３０

３１

国国国国国国国国国国国
民
年年年年年年年年年年年
金

み
ど
り
わ
か
る
で 
所 
を
開
設

し
ょ

み
ど
り
の
相
談
所

表２　均等割額および所得割額の軽減

均等割額の軽減
均等割額

被保険者
１人当たり
４３，３００円

＋

所得割額

賦課のもととなる
所得金額
×

８．８０％

年間保険料額

保険料額については
１００円未満切り捨て
（限度額 ６２万円）

＝
同じ世帯の被保険者全員と世帯主の「総所得金額等を合計した額」
をもとに均等割額が軽減されます。

軽減後の金額軽減割合総所得金額などの合計が以下に該当す
る世帯

  ４，３３０円 ９割
被保険者全員の年金収入
が８０万円以下で、かつ、
その他の所得がない

基礎控除額
（３３万円）
以下の場合

  ６，４９５円８．５割上記以外

２１，６５０円 ５割基礎控除額（３３万円）＋（２７万５千円
×被保険者数）以下

３４，６４０円 ２割基礎控除額（３３万円）＋（５０万円×被
保険者数）以下

※６５歳以上で公的年金等控除を受けた方は、さらに高齢者特別控除
１５万円を控除します。

所得割額の軽減
被保険者本人の「賦課のもととなる所得金額」をもとに所得割額
が軽減されます。

軽減割合賦課のもととなる所得金額
（年金収入のみの場合）

５０％１５万円（年金収入１６８万円）以下①

２５％２０万円（年金収入１７３万円）以下②

※東京都後期高齢者医療広域連合独自の軽減措置です。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

鳥は実がなる木に集まります

平成３０年度　いきいき協働事業
担当課提案団体提案協働事業名

環境政策課
水と緑と公園課

ＮＰＯ法人
NPO birth

小平らしい生き物の
調査事業

障がい者支援課
ＮＰＯ法人
こども未来
ラボ

ペアレントプログラ
ムおよびペアレント
メンター事業


